
事業概要説明シート
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事務事業番号　30801

事務事業名 市立特別養護老人ﾎｰﾑ及びﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ維持管理事業

事業開始年度 平成5年度 担当部署 福祉部　高齢社会室

根拠法令 介護保険法、老人福祉法、枚方市立特別養護老人ホーム条例、枚方市デイサービスセンター条例

実施方法
□直営 ■委託又は指定管理（委託先又は指定管理者：　大阪府母子寡婦福祉連合会）

□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

目　　　的
（何のために）

市立特別養護老人ホーム、市立デイサービスセンター、市立くずは北デイサービスセンターの運営を行う。

対　　　象
（誰・何を対象に）

利用者は介護保険　要支援・要介護認定者。市立特別養護老人ホームでは利用者が施設に入居し施設
サービスを、市立デイサービスセンター及びくずは北デイサービスセンターでは通所介護サービスを受けて
いる。

事業内容

平成１８年３月まで市立特別養護老人ホーム、市立デイサービスセンター、市立くずは北デイサービスセン
ターの運営及び維持管理業務を社会福祉法人大阪母子寡婦福祉連合会に委託していた。
平成１８年４月からは、指定管理者制度を導入し、指定管理者として社会福祉法人大阪府母子寡婦福祉連
合会が管理運営を行っている。

類似事業 市立総合福祉会館デイサービスセンター維持管理事業

事業の必要性

・市立特別養護老人ホーム及び市立デイサービスセンターについて
　市立特別養護老人ホーム及び市立デイサービスセンターは、シルバーハウジング（府営住宅）との合築施
設。
　本施設の民営化（社会福祉法人への譲渡）について、大阪府と協議しているが、大阪府から合築物件の
相手方については府営住宅の安定運営の確保を図るため、市町村に限定しているとの回答を得ている。現
在までにおいて、府としての考えに変化なく進展なし。建物譲渡には府の承諾が必要であり、民営化につい
ては現時点では困難であるが、協議を継続していく。
　また、（社福）大阪府母子寡婦福祉連合会と平成24年度から3年間の指定管理者の協定を締結している。

・市立くずは北デイサービスセンターについて
　平成8年当時、介護保険制度発足前であり北部地域（Aエリア）(注)には、デイサービスを提供する施設が
なく、地域の需要に対応した基盤整備を図るため、デイサービスセンターを整備した。
　しかし、現在では民間事業者による事業参入が進んでいるため、市立施設としての必要性について、民
営化すること等もふまえて検討していく。
　(注)枚方市高齢者福祉施設配置計画調査報告書（平成4年枚方市高齢者福祉施設配置計画調査委員
会)で定められた、市内を7区分したサービスエリア（A～Ｇ）

コ　　ス　　ト

H22年度決算 H23年度決算 H24年度当初予算

従事職員数 概算人件費 従事職員数 概算人件費 従事職員数 概算人件費

0.20

人件費計(A) 1,623 1,618 1,600

直接経費(B) 0 16,689 10,600

総事業費(A+B) 1,623 18,307 12,200

財源内訳

H22年度決算 H23年度決算 H24年度当初予算

国庫支出金 0 4,000 0

府支出金 0 0 0

受益者負担
(使用料等)

0 0 0

その他 29 41 28

一般財源 1,594 14,266 12,172

平成23年度
事業費の主な内訳
(人件費除く)

内　　　　　容 金　　　額

市立特別養護老人ホーム施設改修経費　(工事請負費　1,460） 1,460

市立くずは北デイサービスセンター施設改修経費　（委託料88） 88

市立特別養護老人ホーム・デイサービスセンター施設改修経費　（備品購入費
15,141）

15,141
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単位

① ％

② ％

③ ％

①

②

③

福祉部　高齢社会室

98.0 97.6 98.0

市立デイサービスセンター利用率

事務事業番号　30801

事務事業名 市立特別養護老人ﾎｰﾑ及びﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ維持管理事業

事業開始年度 平成5年度 担当部署

63.9 63.9

活動実績

活動指標もしくは成果指標 H22年度 H23年度 H24年度(見込み)

市立特別養護老人ホームの入居率

68.5 71.6 71.6

市立くずは北デイサービスセンター利用率 63.0

成果目標
（目標とする成果）

・市立特別養護老人ホーム及び市立デイサービスセンターについて
　民営化については現時点では困難であるが、府と協議を継続していく。

・市立くずは北デイサービスセンターについて
　現在では民間事業者による事業参入が進んでいるため、市立施設としての必要性について、民営化する
こと等もふまえて検討していく。

比較参考値
（他自治体での
事業の例など）

把握していない。

単位当たりコスト
（総事業費/活動指

標）

二次点検における
事業の今後の方向
性及び具体的な今
後の取り組み方策

現状のまま継続

・市立特別養護老人ホーム及び市立デイサービスセンターについて
  建物譲渡には府の承諾が必要であり、民営化については現時点では困難で
あるが、引き続き府と協議を継続していく。

・市立くずは北デイサービスセンターについて
　現在では民間事業者による事業参入が進んでいるため、市立施設としての
必要性について、民営化すること等もふまえて検討していく。

特記事項
指定管理者に年に1回利用者アンケートを実施するよう求めており、その報告を受けている。利用者の反応
は、概ね良好である。

一次点検における
事業の今後の方向
性及び具体的な今
後の取り組み方策

現状のまま継続
指定管理者による運営が適切に行われるよう、施設管理運営状況の確認、対
応を行っていく。

一次評価結果 ・市立で特養を持つ必要性について検討が必要では


